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１

（はじめに）廃棄物の区分について

市町村の責任で処理

産業廃棄物として規定される２０種類を除く廃棄物

事業者は、自らの責任において適正に処理する
ほか、市町村の「一般廃棄物処理計画」に従っ
て処理する必要がある。

市民は、市町村の「一般廃棄物処理計画」に
従って処理する必要がある。

家庭系ごみ

事業系ごみ
（事業系一般廃棄物）

一般廃棄物

産業廃棄物

廃

棄

物

し尿

※法：「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
（廃棄物処理法）

排出事業者の責任で処理

工場や会社などから事業活動に伴って排出される

２０種類の廃棄物（法・政令で規定）



２

（はじめに）一般廃棄物処理基本計画（ごみ編）について



３

（はじめに）一般廃棄物処理基本計画（ごみ編）について

市町村は当該市町村の区域内で発生する一般廃棄物
の処理に関する計画を定めなければならない（法第6条）

一般廃棄物処理基本計画 一般廃棄物処理実施計画

◆いわゆる長期計画
◆10年から15年先を考慮して策定
◆基本計画に定める事項

◆毎年策定し、当該年度に実施する具体的な施策
等について規定

①一般廃棄物の発生量及び処理量の見込み

②排出抑制のための方策に関する事項

③分別収集の種類や区分

④適正処理に関わる基本的な事項

⑤処理施設の整備に関する事項

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第６条の２ 市町村は、一般廃棄物処理計画に従って、
その区域内における一般廃棄物を生活環境の保全上
支障が生じないうちに収集し、これを運搬し、及び処分し
なければならない。

一般廃棄物処理計画



４

報告事項１ 令和２年度ごみ処理量について（ごみ処理の流れ）

ごみ総処理量

72,639トン

家庭系ごみ（市収集）

51,580トン

可燃 43,890トン

不燃（危険物含） 2,034トン

資源 1,942トン

容器包装プラスチック 2,207トン

ペットボトル（拠点含） 592トン

粗大

直接持込ごみ

3,027トン

事業者 2,275トン

市民 752トン

事業系ごみ

18,032トン

許可業者 16,952トン

焼却工場搬入量

67,661トン

破砕残渣量

3,879トン

埋立処分量
（焼却灰：フェニックス）

10,650トン

資源収集量

4,020トン
集団回収等による

資源回収量

6,360トン

※１ 資源化率

資源収集量と集団回収等による資源回収量を足した量÷ごみ総処理量に集団回収等による資源回収量を足した量×１００から算出

資源化量※１

10,380トン

官公庁 1,080トン

915トン

金属 835トン

ガラス 856トン

容器プラ 1,864トン

ペットボトル 438トン

小型家電等 27トン

紙類

金属類

ウエス等

5,987トン

55トン

318トン

資源化率

13.1％

埋立処分量

（埋立ごみ：最終処分地）

1,050トン



５

報告事項１ 令和２年度ごみ処理量について（処理量の推移）

ごみ処理量の推移

平成13年４月
「家電リサイクル法」施行
粗大ごみ等の電話等による
予約制度開始

平成18年６月
事業系一般廃棄物（可燃）
収集運搬業許可制度の
運用開始

平成21年10月
ごみの８種分別・指定袋制
（可燃・資源・容プラ・埋立
複雑・ペットボトル・粗大・
簡易ガスボンベ・スプレー缶）
を全市域にて実施（袋６種類）

平成25年10月
粗大ごみ有料化の実施

平成28年10月
ごみの８種分別・新指定袋制
（可燃（45Ｌ⇒35Ｌへ変更））
（資源・複雑・埋立を兼用袋）
（容プラ・ペットボトルを兼用袋）
を全市域にて実施（袋３種類）

平成29年10月
指定袋（可燃）の形状変更

▲26,500トン
（▲27％）



６

報告事項２ 令和２年度 ごみ組成分析の状況について

可燃ごみ（家庭系）の組成【組成分析結果より】

43%

11%

39%

3%
2%

2% 1%

令和２年度 可燃（燃やす）ごみの内訳

紙・繊維・木材類 ビニール・ゴム・皮革類

厨芥類（食品ロス含） 鉄・アルミ・その他金属類

陶器・石・乾電池・ガラス類 粗大ごみ類

その他可燃物

（内食品ロス）
17.6％

43%

14%

38%

3%
2%

令和元年度 可燃（燃やす）ごみの内訳

紙・繊維・木材類 ビニール・ゴム・皮革類

厨芥類（食品ロス含） 鉄・アルミ・その他金属類

陶器・石・乾電池・ガラス類 粗大ごみ類

その他可燃物

（内食品ロス）
17.82％



７

報告事項２ 令和２年度 ごみ組成分析の状況について

可燃（燃やす）ごみ中の資源化等による減量可能物の割合（湿重量比）

9%
6%

4%
5%

76%

令和２年度

紙類（紙パック・段ボール・紙箱・紙袋・包装紙・雑紙等）

ペットボトル・容プラ・食品トレイ・レジ袋等

資源・複雑・埋立・粗大・スプレー缶等

集団回収ごみ等（新聞・雑誌・広告・古布等）

その他可燃物

13%

8%
2%

7%70%

令和元年度

紙類（紙パック・段ボール・紙箱・紙袋・包装紙・雑紙等）

ペットボトル・容プラ・食品トレイ・レジ袋等

資源・複雑・埋立・粗大・スプレー缶等

集団回収ごみ等（新聞・雑誌・広告・古布等）

その他可燃物



報告事項３ 令和３年度 ごみ量の予測（進捗状況）について

８

〇新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、事業系ごみはＲ２年度同様に減少傾向である。
〇家庭系ごみは、ほぼすべての区分で増加傾向にあり、新型コロナウイルスを想定した「新しい生活様式」
での減量施策の構築が求められる。

令和３年度のごみ量（家庭系・事業系）実績（４月～１０月時点）

令和３年度のごみ量（４月～１０月時点） 【参考：令和２年度同時期実績】

家庭系
（単位：トン）

R３実績
（４月～10月）

月平均
（４月～10月）

Ｒ3年度見込
（４月～３月）

基本計画目標値
（Ｒ３）

R３年度見込と
計画目標値との差

R２実績
（４月～10月）

R3ーＲ2増減
（４月～10月）

可燃ごみ 25956 3708 44496 42182 2314 25663 293

容器包装プラ 1311 187 2247 2143 104 1310 1

ペットボトル 399 57 684 551 133 390 9

資源ごみ 1114 159 1910 1853 57 1177 ▲ 63

複雑ごみ 662 95 1135 999 136 707 ▲ 45

埋立ごみ 202 29 346 404 ▲ 58 331 ▲ 129

危険物 38 5 65 61 ４ 38 0

粗大ごみ 493 70 845 786 59 543 ▲ 50

臨時・不法投棄 346 49 593 627 ▲ 34 330 16

直接持込 459 66 787 709 78 458 1

事業系
（単位：トン）

R３実績
（４月～10月）

月平均
（４月～10月）

Ｒ3年度見込
（４月～３月）

基本計画目標
（Ｒ３）

増減率（見込）
R２実績

（４月～10月）
R3ーＲ2増減

（４月～10月）

許可業者 9862 1409 16906 18100 ▲ 1194 9962 ▲ 100

直接持込 1963 280 3365 2630 735 2103 ▲ 140

※家庭系・事業系ともに小数点以下は切り捨てで作成。
※Ｒ3年度見込は、Ｒ3実績（4月～10月）に月平均（4月～10月）×５ヶ月（11月～3月）を足した数値。
※家庭系の危険物は簡易ガスボンベ・スプレー缶。



報告事項３ 令和３年度 ごみ量の予測（進捗状況）について

９

令和３年度 家庭系ごみ分別種別ごとの実績と見込み値、計画値との比較
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報告事項３ 令和３年度 ごみ量の予測（進捗状況）について

１０

令和３年度 家庭系ごみ分別種別ごとの実績と見込み値、計画値との比較
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報告事項３ 令和３年度 ごみ量の予測（進捗状況）について

１１

令和３年度 事業系ごみの実績と見込み値、計画値との比較
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大阪府市町村等海岸漂着物等地域対策推進事業費補助金事
業を活用し、海洋ごみ抑制に係るプラスチックごみゼロに
向けた啓発内容を印刷した紙製エコバッグを作成。
市役所本庁舎ごみ袋配付窓口にて、転入者への指定袋の配
布の際に、海洋プラスチックごみ及び、マイバック、紙袋
の利用促進の啓発も合わせて配布・啓発を行い、プラス
チックごみの減量を図りました。
（作成・配付数：Ｒ２・３年度 各5,000）

大阪府からの補助金を活用した海洋プラスチックごみ削減に係る啓発物品の制作と活用

紙製エコバックの表面には、ハッピーアー
スデイ大阪（学生を主体とした環境活動団
体）のデザイン協力による、海洋プラス
チックごみが生態系に与える影響をデザイ
ンしており、裏面には、プラスチックごみ
削減と、マイバックの活用を促す啓発のデ
ザインを印字しています。

（転入者への配布の様子）

【紙製エコバックのデザイン】

（裏面）（表面）

１２

報告事項４ ごみ減量施策の取り組みについて



年２回、全世帯に配付している家庭用指定袋基本
セット（Ｒ３前期（10月～３月の６ヶ月分））に、
海洋プラスチックごみ削減、プラスチックごみ削減
の啓発チラシを同封して配付しました。
海洋プラスチックごみ削減チラシのデザインは、紙
製エコバックと同様に、ハッピーアースデイ大阪の
学生によるデザイン協力によって作成しました。

家庭用指定袋基本セット（６カ月分）への啓発用ちらしの同封による周知啓発

【海洋プラスチック・プラスチックごみに係る啓発】

【食品ロスに係る啓発】

Ｒ３後期（Ｒ４年４月～９月の６ヶ月分）には、
食品ロス削減に関する啓発内容チラシを同封予定。
ごみ組成分析の結果から、八尾市内の家庭から排
出される可燃ごみの内、約40％が生ごみであるこ
とを周知するとともに、八尾市のめざす減量目標
も記載し、市民への周知啓発に努める。

１３

報告事項４ ごみ減量施策の取り組みについて



【事業系ごみ展開検査の継続的な実施】

コロナ禍においても産業廃棄物等搬入不適物の搬入防止の
ため、事業系一般廃棄物収集運搬業の許可業者に対して搬
入物検査を抜き打ちで実施しており、不適物が見受けられ
た場合は、許可業者及び排出事業者に適正処理等について
啓発・指導を行いました。

【令和２年度実績】
対 象：２７許可業者（令和２年度末）
※コロナ禍であるため通常時より回数を減らして実施

魚あら・揚げかす及び食品循環資源の再生利用
を促進し、発生抑制と減量を図りました。また、
木くずについては令和４年度からの資源化の実
施に向けて検討を行いました。

【令和２年度実績】
揚げかす再生輸送実績 １１４６ｔ
魚あら再生輸送実績 １８０ｔ

【資源化の促進】

搬入物検査の強化と検査結果に基づく減量・適正処理指導の実施

１４

報告事項４ ごみ減量施策の取り組みについて



普段使っているペットボトルを分別し、資源ごみと
して、出された後、どのようにリサイクルされてい
るか、映像で追う環境教育動画を制作しました。
動画の中の再生工場は八尾市のプラスチック製造会
社で、市内企業とともに資源の循環について発信を
しました。

対 象 ： 小学４～６年生
（動画の流れ）
１）ペットボトルの分別
２）ペットボトルの回収

↪（リサイクルセンターへの搬入）
３）ペットボトルの再生

↪（再生工場で製品になるまで）

2021/03/11公開

教育センターを通じて、動画の活用を
各学校の教諭に呼びかけを行いました。

動画再生回数 ： 約５３００回（2021/12時点）

ペットボトルのリサイクルに関する環境教育動画の制作と活用

１５

報告事項４ ごみ減量施策の取り組みについて



新型コロナウイルスを想定した小学校等への環境教育・啓発活動について

１６

報告事項４ ごみ減量施策の取り組みについて

環境啓発（教育）事業の実施

環境事業課の収集運搬担当職員が市内の学校園やリサイクルセンターにおいて、ごみの分別・減量・排出マナー
に関する紙芝居、パッカー車を使用したごみ収集疑似体験等を行う出前講座を実施している。
また、地域行事等においては、啓発キャラクターを活用したごみの３Ｒに関する啓発活動等を実施している。
なお、令和２年度においては新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、多くのプログラム実施を見送った。

実績：令和元年度49校（8,807名）⇒令和２年度5校（506名）



➤ごみ処理量の推移

■ごみ処理量の動向

検討事項 ごみ減量施策の拡充について

１７

家庭系ごみ 事業系ごみ

【事業系ごみ処理量の増減理由】
・H29年度：市内マンション等の家庭から排出されるごみを事業系から家庭系に切り替えて収集

適正排出及び分別の周知徹底を実施約７００トンの減少。
・H30.10：剪定枝の適正処理が進んだことによる増加。（H30～R1）
・R2年度：新型コロナウイルス感染症影響による減少。

【家庭系ごみの処理量の増減理由】
・H28.10：可燃用指定袋の大きさ変更 ４５Ｌ⇒３５Ｌ
・平成27年度と令和２年度との比較 約２３００トンの削減効果



➤直近３年間のごみ量年度比較（各年４月～10月実績）

■ごみ処理量の動向（新型コロナウイルス感染症拡大の影響）

１８

家庭系ごみ 事業系ごみ

検討事項 ごみ減量施策の拡充について

【新型コロナウイルス感染症に係る大阪府の緊急事態宣言の実施期間の経過】
・令和２年３月13日：新型コロナウイルス対策の特別措置法成立
・令和２年４月７日～５月25日：緊急事態宣言１回目（大阪府は５月21日解除）
・令和３年１月８日～３月21日：緊急事態宣言２回目（大阪府は１月14日から２月28日）
・令和３年４月25日～６月20日：緊急事態宣言３回目
・令和３年８月２日～９月30日：緊急事態宣言４回目



➤本市のごみ減量施策の現状について

【本市におけるごみ減量施策と課題】
・分別収集の実施、分別ルールの徹底
・８種分別指定袋制（８種分別・袋３種類）による分別排出
・環境教育・環境イベント時におけるごみの減量啓発
・生ごみの３きり運動の推進（使いきり、食べきり、水きり）
・食品ロス削減に係る啓発事業の推進

【各減量施策の充実・拡大】
・ペットボトル・食品トレイ等の回収ＢＯＸ未設置の市内事業者（スーパーマーケット等）への回収ＢＯX設置協力依頼の実施
・市ＨＰおよびアプリ等を活用したごみ減量、３Ｒの推進に関する啓発
・ウィズコロナ・アフターコロナ時代のごみ減量施策の展開

■今後の家庭系ごみ減量施策の検討

１９

【経済的手法の導入効果】
・国のプラスチック資源循環の取組みへの対応を見据えたプラスチックごみ減量施策の拡充
・海洋プラスチックごみ削減にむけ、国の補助金制度を活用した啓発物品による市民への啓発
・食品ロス削減をはじめとする発生抑制への具体的な施策
・市民のごみの発生抑制、分別排出・リサイクルへの意識変革
・可燃（燃える）ごみに含まれている、本来焼却すべきでない資源化可能物の分別排出の促進

〈可燃ごみの組成（令和２年度）〉 ※令和２年度可燃ごみ総量43,610トン

約18.0％（約7,850トン）が食品ロス

約21.5％（約9,400トン）が資源化対象品目
資源ごみ（0.5％）、容器包装プラスチック（13.0％）、古紙・衣類（8.0％）

【廃棄物を取り巻く状況の変化】
・国におけるプラスチック資源循環の取組 （レジ袋の有料化、製品プラと容器包装プラの一括回収の検討 など）

・本市におけるプラスチックごみ削減の取組 （プラごみゼロ宣言、カーボンゼロ宣言 など）

・新型コロナウイルス感染症防止の影響による生活様式の変化とこれに伴うと考えられるごみ排出の変化

検討事項 ごみ減量施策の拡充について



地域・事業者との連携によるペットボトル・食品トレイ等回収BOXの設置・リサイクルシステムの拡大を図る

・市内のスーパーマーケットに対し、ペットボトル・食品トレイ等回収BOXの設置依頼（未設置店舗へ）及び、食品ロス
削減に係る取り組みの協力依頼の実施。（市内９社・15店舗へ協力依頼）

コロナ禍及びポストコロナにおける、更なるごみ減量をめざすための施策について

２０

有価物集団回収制度の周知啓発の推進

・市役所本庁舎１階市民ロビー案内モニターにて有価物集団回収制度の周知啓発の実施。（令和４年２月～３月）
・市政だより及び八尾市アプリ（やおっぷ）に有価物集団回収制度の記事、コンテンツの掲載。（令和４年２月～３月）

（家庭系ごみ）

「食品ロス」及び生ごみ削減に係る対策をさらに推進する

・市役所本庁舎１階市民ロビー案内モニターにて食品ロス強化月間の周知啓発の実施。（毎年10月実施予定）
・市政だより及び八尾市アプリ（やおっぷ）に食品ロス削減に関する記事、コンテンツの掲載。（毎年10月に掲載依頼）
・家庭用指定袋基本セット（６ヶ月分）に、食品ロス削減に関する啓発チラシを同封し、全世帯へ配布。（年１回）
・教育委員会、こども政策関係所管課と連携した、フードドライブ制度の活用の検討。
・家庭用生ごみ処理機、堆肥化コンポスト等の販売事業者と協働での生ごみ削減に係る、新たな取り組みの検討。

検討事項 ごみ減量施策の拡充について



適正区分・適正処理の徹底

・事業系廃棄物は産業廃棄物と一般廃棄物に区分され、それぞれ適切に処分する必要がある
ため、展開検査等で産業廃棄物の混入が指摘された排出事業者に対して適正処理の指導
啓発を行う。

２１

条例に基づく指導

「食品ロス」対策をさらに推進する

・大規模なスーパー等からの一般廃棄物については、廃棄物管理責任者から廃棄物の減量計
画書の提出が条例で規定されている。また、この計画書を元に必要に応じて立入等による廃
棄物の減量指導を実施する。

・大規模なスーパー等に対し、訪問や電話等で産業廃棄物に当たるトレイやビニール袋などの
廃プラスチック類の適正処理について指導を行う機会を活用し、廃棄される食品についてリサ
イクルの啓発を実施する。

（事業系ごみ）

コロナ禍及びポストコロナにおける、更なるごみ減量をめざすための施策について

検討事項 ごみ減量施策の拡充について



その他報告 令和４年度実施予定の廃棄物関係施策について

家庭用生ごみ処理機、堆肥化コンポスト等の販売事業者との協定によるあっせん事業の実施

剪定枝の資源化（チップ化）の実施

粗大ごみ収集運搬業務の民間委託

大阪府市町村等海岸漂着物等地域対策推進事業費補助金事業を活用

２２

「食品ロス」及び生ごみ削減に係る対策として、家庭用生ごみ処理機、堆肥化コンポスト等
の販売事業者との協定による購入費のあっせん事業の実施。

令和３年度と同様に、大阪府市町村等海岸漂着物等地域対策推進事業費補助金事業を活用
した、海洋プラスチックごみ削減に係る啓発事業の実施。

循環資源の再生利用を促進するため、剪定枝等の木くずについて、資源化（チップ化）に
よるリサイクル事業の実施。

一般家庭から排出される粗大ごみの収集運搬について、民間事業者への業務委託の実施。

委員の皆様からの、更なるごみ減量につながる取り組みの事例・アイデア・
意見等をご意見シート、お電話にて、ご教授願います。


